
事業概要 【河川監視カメラ防災情報整備事業】

自治体名 大阪府寝屋川市 人口 225,834人 事業費 10,158千円
（申請時）

事業概要

デジタル技術を活用した河川監視システム構築により、以下の課題を解決し、市民の安全・安心の向上を図る。
・水路等の状況を一元管理することにより、市民が必要な情報を的確に取得できる環境を整備する。
・職員が巡回していた水路等の状況確認を、河川監視カメラを使用することで、危険リスクや巡回数を低減する。
・ソフト面とハード面の整備により、市民の防災意識の高揚と連携強化を推進し、システム運用の円滑化を図る。

具体
サービス

人命第一に、迅速に対応するため、発災前から発災
後までの河川（水路）等、一連として捉え、河川監
視カメラを導入する。

【河川監視システム】
・河川（水路）等に設置したカメラ（５か所）により
監視し、パソコンやスマートフォン、タブレットなどで状況
を確認することで、災害（水害）の兆候を管理する。
・市ホームページに公開するため、市民は、市ホーム
ページから随時閲覧が可能となる。
・市独自の既存情報発信ツールを用いて市民サービ
スが可能になる。

主な
KPI

【アウトプット指標（活動指標）】
①河川監視カメラ閲覧数

【アウトカム指標（成果指標）】
①市民の満足度

■河川監視カメラ
市内を流れる河川や水路等を暗視機能搭載のカメラにて常時
監視し、また、平常時と現状（現在）の水位映像を市ホーム
ページに２画面で映し出し、昼夜間市民に公開するとともに、
水位が上昇したことを情報発信することで、市民に分かりやすい
防災情報のサービス提供につなげる。


